
大 阪 府 条 例 第 二 十 六 号  

大 阪 府 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を

定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  大 阪 府 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

（ 平 成 二 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 百 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  
改 正 後  改 正 前  
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（ 重 要 事 項 の 説 明 等 ）  

第 七 条  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 指 定 介 護 福 祉

施 設 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 に 際 し 、 あ ら か じ

め 、 入 所 申 込 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 第 三 十 条

に 規 定 す る 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 の 体

制 そ の 他 の 入 所 申 込 者 の サ ー ビ ス の 選 択 に 資

す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 記 し た 文 書 を 交

付 し て 説 明 を 行 い 、 当 該 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー

ビ ス の 提 供 の 開 始 に つ い て 当 該 入 所 申 込 者 の

同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２ ― ６  （ 略 ）  
 

（ サ ー ビ ス の 提 供 困 難 時 の 対 応 ）  

第 九 条  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 入 所 申 込 者 が

入 院 治 療 を 必 要 と す る 場 合 そ の 他 入 所 申 込 者

に 対 し 自 ら 適 切 な 便 宜 を 提 供 す る こ と が 困 難

で あ る と 認 め た 場 合 は 、 適 当 な 病 院 、 診 療 所 、

介 護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 の 紹 介 そ の

他 の 適 切 な 措 置 を 速 や か に 講 じ な け れ ば な ら

な い 。  
 

（ 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 方 針 ）  

第 十 六 条  （ 略 ）  

２ ― ５  （ 略 ）  

６  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 身 体 拘 束 等 の 適 正

化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば

な ら な い 。  
 一  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討

す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と

も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の

従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  
 二  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備

す る こ と 。  
 三  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 拘 束

等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す
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（ 重 要 事 項 の 説 明 等 ）  

第 七 条  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 指 定 介 護 福 祉

施 設 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 に 際 し 、 あ ら か じ

め 、 入 所 申 込 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 第 二 十 九

条 に 規 定 す る 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 の

体 制 そ の 他 の 入 所 申 込 者 の サ ー ビ ス の 選 択 に

資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 記 し た 文 書 を

交 付 し て 説 明 を 行 い 、 当 該 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ

ー ビ ス の 提 供 の 開 始 に つ い て 当 該 入 所 申 込 者

の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２ ― ６  （ 略 ）  
 

（ サ ー ビ ス の 提 供 困 難 時 の 対 応 ）  

第 九 条  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 入 所 申 込 者 が

入 院 治 療 を 必 要 と す る 場 合 そ の 他 入 所 申 込 者

に 対 し 自 ら 適 切 な 便 宜 を 提 供 す る こ と が 困 難

で あ る と 認 め た 場 合 は 、 適 当 な 病 院 、 診 療 所 又

は 介 護 老 人 保 健 施 設 の 紹 介 そ の 他 の 適 切 な 措

置 を 速 や か に 講 じ な け れ ば な ら な い 。  
 
 

（ 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 方 針 ）  

第 十 六 条  （ 略 ）  

２ ― ５  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



る こ と 。  

７  （ 略 ）  
 

第 二 十 五 条  （ 略 ）  
 

（ 緊 急 時 等 の 対 応 方 法 ）  

第 二 十 六 条  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 現 に 指 定

介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 を 行 っ て い る と

き に 入 所 者 の 病 状 の 急 変 が 生 じ た 場 合 そ の 他

必 要 な 場 合 の た め 、 あ ら か じ め 、 第 四 条 第 一 項

第 一 号 に 掲 げ る 医 師 と の 連 絡 方 法 そ の 他 の 緊

急 時 等 に お け る 対 応 方 法 を 定 め て お か な け れ

ば な ら な い 。  
 

第 二 十 七 条 ・ 第 二 十 八 条  （ 略 ）  
 

（ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 の 業 務 ）  

第 二 十 九 条  （ 略 ）  
 一 ― 四  （ 略 ）  
 五  第 四 十 条 第 二 項 に 規 定 す る 苦 情 の 内 容 等

を 記 録 す る こ と 。  
 六  第 四 十 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 事 故 の 状 況

及 び 事 故 に 際 し て 行 っ た 処 置 を 記 録 す る こ

と 。  
 

（ 運 営 規 程 ）  

第 三 十 条  （ 略 ）  

一 ― 五  （ 略 ）  

六  緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法  

七 ・ 八  （ 略 ）  
 

第 三 十 一 条 ― 第 四 十 三 条  （ 略 ）  
 

（ 記 録 等 の 整 備 ）  

第 四 十 四 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  
 一 ― 四  （ 略 ）  
 五  第 四 十 条 第 二 項 に 規 定 す る 苦 情 の 内 容 等

の 記 録  
 六  第 四 十 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 事 故 の 状 況

及 び 事 故 に 際 し て 行 っ た 処 置 に つ い て の 記

録  
 

第 四 十 五 条 ― 第 四 十 八 条  （ 略 ）  
 

（ 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 方 針 ）  

第 四 十 九 条  （ 略 ）  

２ ― ７  （ 略 ）  

８  ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 身 体 拘

束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講

じ な け れ ば な ら な い 。  
 一  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討

す る 委 員 会 を 三 月 に 一 回 以 上 開 催 す る と と

も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介 護 職 員 そ の 他 の

従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  
 二  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備

す る こ と 。  
 三  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 拘 束

等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す

る こ と 。  

 

６  （ 略 ）  
 

第 二 十 五 条  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 二 十 六 条 ・ 第 二 十 七 条  （ 略 ）  
 

（ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 の 業 務 ）  

第 二 十 八 条  （ 略 ）  
 一 ― 四  （ 略 ）  
 五  第 三 十 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 苦 情 の 内 容

等 を 記 録 す る こ と 。  
 六  第 四 十 一 条 第 三 項 に 規 定 す る 事 故 の 状 況

及 び 事 故 に 際 し て 行 っ た 処 置 を 記 録 す る こ

と 。  
 

（ 運 営 規 程 ）  

第 二 十 九 条  （ 略 ）  

一 ― 五  （ 略 ）  
 

六 ・ 七  （ 略 ）  
 

第 三 十 条 ― 第 四 十 二 条  （ 略 ）  
 

（ 記 録 等 の 整 備 ）  

第 四 十 三 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  
 一 ― 四  （ 略 ）  
 五  第 三 十 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 苦 情 の 内 容

等 の 記 録  
 六  第 四 十 一 条 第 三 項 に 規 定 す る 事 故 の 状 況

及 び 事 故 に 際 し て 行 っ た 処 置 に つ い て の 記

録  
 

第 四 十 四 条 ― 第 四 十 七 条  （ 略 ）  
 

（ 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 方 針 ）  

第 四 十 八 条  （ 略 ）  

２ ― ７  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



９  （ 略 ）  
 

第 五 十 条 ― 第 五 十 二 条  （ 略 ）  
 

（ 運 営 規 程 ）  

第 五 十 三 条  （ 略 ）  

一 ― 六  （ 略 ）  

七  緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法  

八 ・ 九  （ 略 ）  
 

第 五 十 四 条 ・ 第 五 十 五 条  （ 略 ）  
 

（ 準 用 ）  

第 五 十 六 条  第 五 条 、 第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、

第 十 五 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 か

ら 第 二 十 九 条 ま で 及 び 第 三 十 三 条 か ら 第 四 十

四 条 ま で の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福

祉 施 設 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

第 七 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 に 規 定 す る 運 営 規

程 」 と あ る の は 「 第 五 十 三 条 に 規 定 す る 重 要 事

項 に 関 す る 規 程 」 と 、 第 二 十 八 条 第 二 項 中 「 こ

の 章 」 と あ る の は 「 第 五 章 第 三 節 」 と 、 第 二 十

九 条 中 「 第 十 七 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 六 条 に

お い て 準 用 す る 第 十 七 条 」 と 、 第 二 十 九 条 第 四

号 及 び 第 四 十 四 条 第 二 項 第 三 号 中 「 第 十 六 条 第

五 項 」 と あ る の は 「 第 四 十 九 条 第 七 項 」 と 、 第

二 十 九 条 第 五 号 及 び 第 四 十 四 条 第 二 項 第 五 号

中 「 第 四 十 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 六 条

に お い て 準 用 す る 第 四 十 条 第 二 項 」 と 、 第 二 十

九 条 第 六 号 及 び 第 四 十 四 条 第 二 項 第 六 号 中 「 第

四 十 二 条 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 六 条 に お

い て 準 用 す る 第 四 十 二 条 第 三 項 」 と 、 第 三 十 六

条 中 「 前 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 六 条 に お い て

準 用 す る 第 三 十 五 条 」 と 、 第 四 十 四 条 第 二 項 第

二 号 中 「 第 十 三 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 六 条 に

お い て 準 用 す る 第 十 三 条 」 と 、 同 項 第 四 号 中 「 第

二 十 五 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 六 条 に お い て 準

用 す る 第 二 十 五 条 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 
 
 

附  則  
 

１  （ 略 ）  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 存 す る 指 定 介 護 老

人 福 祉 施 設 （ こ の 条 例 の 施 行 の 日 に お い て 法 第

四 十 八 条 第 一 項 第 一 号 の 指 定 を 受 け て い る も

の を い う 。 ） の 建 物 （ 同 日 に お い て 基 本 的 な 設

備 が 完 成 し て い る も の を 含 み 、 同 日 後 に 増 築 又

は 全 面 的 な 改 築 （ 既 存 の 施 設 と 同 様 の 規 模 の 建

築 物 を 既 存 の 施 設 と 同 一 の 敷 地 内 又 は そ の 他

の 場 所 に 新 た に 建 設 す る こ と を い う 。 以 下 同

じ 。 ） を 行 っ た 部 分 を 除 く 。 ） に 対 す る 第 六 条

第 二 項 第 一 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中

「 一 人 と す る こ と 。 た だ し 、 入 所 者 を 処 遇 す る

上 で 必 要 な 場 合 と し て 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 四

人 以 下 と す る こ と が で き る 」 と あ る の は 、 「 四

人 以 下 と す る こ と 」 と す る 。  

３ ― ５  （ 略 ）  

６  一 般 病 床 （ 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百

８  （ 略 ）  
 

第 四 十 九 条 ― 第 五 十 一 条  （ 略 ）  
 

（ 運 営 規 程 ）  

第 五 十 二 条  （ 略 ）  

一 ― 六  （ 略 ）  
 

七 ・ 八  （ 略 ）  
 

第 五 十 三 条 ・ 第 五 十 四 条  （ 略 ）  
 

（ 準 用 ）  

第 五 十 五 条  第 五 条 、 第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、

第 十 五 条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 か

ら 第 二 十 八 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 か ら 第 四 十

三 条 ま で の 規 定 は 、 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福

祉 施 設 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

第 七 条 第 一 項 中 「 第 二 十 九 条 に 規 定 す る 運 営 規

程 」 と あ る の は 「 第 五 十 二 条 に 規 定 す る 重 要 事

項 に 関 す る 規 程 」 と 、 第 二 十 七 条 第 二 項 中 「 こ

の 章 」 と あ る の は 「 第 五 章 第 三 節 」 と 、 第 二 十

八 条 中 「 第 十 七 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 五 条 に

お い て 準 用 す る 第 十 七 条 」 と 、 第 二 十 八 条 第 四

号 及 び 第 四 十 三 条 第 二 項 第 三 号 中 「 第 十 六 条 第

五 項 」 と あ る の は 「 第 四 十 八 条 第 七 項 」 と 、 第

二 十 八 条 第 五 号 及 び 第 四 十 三 条 第 二 項 第 五 号

中 「 第 三 十 九 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 五

条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 九 条 第 二 項 」 と 、 第

二 十 八 条 第 六 号 及 び 第 四 十 三 条 第 二 項 第 六 号

中 「 第 四 十 一 条 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 五 十 五

条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 一 条 第 三 項 」 と 、 第

三 十 五 条 中 「 前 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 五 条 に

お い て 準 用 す る 第 三 十 四 条 」 と 、 第 四 十 三 条 第

二 項 第 二 号 中 「 第 十 三 条 」 と あ る の は 「 第 五 十

五 条 に お い て 準 用 す る 第 十 三 条 」 と 、 同 項 第 四

号 中 「 第 二 十 五 条 」 と あ る の は 「 第 五 十 五 条 に

お い て 準 用 す る 第 二 十 五 条 」 と 読 み 替 え る も の

と す る 。  
 

附  則  
 

１  （ 略 ）  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 存 す る 指 定 介 護 老

人 福 祉 施 設 （ こ の 条 例 の 施 行 の 日 に お い て 法 四

十 八 条 第 一 項 第 一 号 の 指 定 を 受 け て い る も の

を い う 。 ） の 建 物 （ 同 日 に お い て 基 本 的 な 設 備

が 完 成 し て い る も の を 含 み 、 同 日 後 に 増 築 又 は

全 面 的 な 改 築 （ 既 存 の 施 設 と 同 様 の 規 模 の 建 築

物 を 既 存 の 施 設 と 同 一 の 敷 地 内 又 は そ の 他 の

場 所 に 新 た に 建 設 す る こ と を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

を 行 っ た 部 分 を 除 く 。 ） に 対 す る 第 六 条 第 二 項

第 一 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中 「 一 人

と す る こ と 。 た だ し 、 入 所 者 を 処 遇 す る 上 で 必

要 な 場 合 と し て 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 四 人 以 下

と す る こ と が で き る 」 と あ る の は 、 「 四 人 以 下

と す る こ と 」 と す る 。  

３ ― ５  （ 略 ）  

６  一 般 病 床 （ 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百



五 号 ） 第 七 条 第 二 項 第 五 号 に 規 定 す る 一 般 病 床

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 精 神 病 床 （ 健 康 保 険 法

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う

関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政 令 （ 平 成 二 十 三 年 政

令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前

の 介 護 保 険 法 施 行 令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二

号 ） 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 床 に 限 る 。 以 下

同 じ 。 ） 、 若 し く は 療 養 病 床 （ 医 療 法 第 七 条 第

二 項 第 四 号 に 規 定 す る 療 養 病 床 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） を 有 す る 病 院 又 は 一 般 病 床 若 し く は 療 養

病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 一

般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病 床 又 は 当 該 診

療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病 床 を 平 成 三 十

六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 病 院 の

一 般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病 床 又 は 当 該

診 療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病 床 の 病 床 数

を 減 少 さ せ る と と も に 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 の

施 設 を 介 護 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 老

人 福 祉 法 第 二 十 条 の 六 に 規 定 す る 軽 費 老 人 ホ

ー ム を い う 。 ） そ の 他 の 要 介 護 者 、 要 支 援 者 そ

の 他 の 者 を 入 所 さ せ 、 又 は 入 居 さ せ る た め の 施

設 の 用 に 供 す る こ と を い う 。 ） を 行 い 、 指 定 介

護 老 人 福 祉 施 設 を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お

け る 当 該 転 換 に 係 る 廊 下 の 幅 に つ い て は 、 第 六

条 第 三 項 第 一 号 及 び 第 四 十 七 条 第 三 項 第 一 号

の 規 定 に か か わ ら ず 、 一 ・ 二 メ ー ト ル 以 上 と す

る 。 た だ し 、 中 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以

上 と す る 。  

７  （ 略 ）  

８  第 四 十 四 条 第 二 項 （ 第 五 十 六 条 及 び 附 則 第 二

十 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 は

こ の 条 例 の 施 行 の 際 、 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の

人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 十 一 年

厚 生 省 令 第 三 十 九 号 ） 第 三 十 七 条 第 二 項 （ 同 令

第 四 十 九 条 及 び 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の

人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 の 一 部 を 改

正 す る 省 令 （ 平 成 二 十 三 年 厚 生 労 働 省 令 第 百 六

号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 指 定 介 護 老 人

福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

（ 以 下 「 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 旧 基 準 」 と い

う 。 ） 第 六 十 一 条 に お い て 準 用 す る 指 定 介 護 老

人 福 祉 施 設 旧 基 準 第 三 十 七 条 第 二 項 に 係 る 場

合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 指 定 介 護 老 人 福 祉 施

設 に お い て 保 存 さ れ て い る 記 録 で あ っ て 、 指 定

介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す

る 基 準 第 三 十 七 条 第 二 項 に よ る 保 存 期 間 が 満

了 し て い な い も の に つ い て も 適 用 す る 。  

９  （ 略 ）  

10  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 基

本 方 針 に つ い て は 、 各 ユ ニ ッ ト で 入 居 者 の 日 常

生 活 が 営 ま れ 、 こ れ に 対 す る 支 援 が 行 わ れ る 部

分 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 部 分 」 と い う 。 ） に あ っ て

は 第 四 十 六 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第

三 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

11  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 設

備 の 基 準 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は

第 四 十 七 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 六

条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 た だ し 、 浴 室 及 び 医

務 室 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 の 入 居 者 及 び そ

れ 以 外 の 部 分 の 入 所 者 へ の サ ー ビ ス の 提 供 に

五 号 ） 第 七 条 第 二 項 第 五 号 に 規 定 す る 一 般 病 床

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 精 神 病 床 （ 健 康 保 険 法

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う

関 係 政 令 の 整 理 に 関 す る 政 令 （ 平 成 二 十 三 年 政

令 第 三 百 七 十 五 号 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前

の 介 護 保 険 法 施 行 令 （ 平 成 十 年 政 令 第 四 百 十 二

号 ） 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 床 に 限 る 。 以 下

同 じ 。 ） 、 若 し く は 療 養 病 床 （ 医 療 法 第 七 条 第

二 項 第 四 項 に 規 定 す る 療 養 病 床 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） を 有 す る 病 院 又 は 一 般 病 床 若 し く は 療 養

病 床 を 有 す る 診 療 所 の 開 設 者 が 、 当 該 病 院 の 一

般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病 床 又 は 当 該 診

療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病 床 を 平 成 三 十

年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 転 換 （ 当 該 病 院 の 一

般 病 床 、 精 神 病 床 若 し く は 療 養 病 床 又 は 当 該 診

療 所 の 一 般 病 床 若 し く は 療 養 病 床 の 病 床 数 を

減 少 さ せ る と と も に 、 当 該 病 院 又 は 診 療 所 の 施

設 を 介 護 老 人 保 健 施 設 、 軽 費 老 人 ホ ー ム （ 老 人

福 祉 法 第 二 十 条 の 六 に 規 定 す る 軽 費 老 人 ホ ー

ム を い う 。 ） そ の 他 の 要 介 護 者 、 要 支 援 者 そ の

他 の 者 を 入 所 又 は 入 居 さ せ る た め の 施 設 の 用

に 供 す る こ と を い う 。 ） を 行 い 、 指 定 介 護 老 人

福 祉 施 設 を 開 設 し よ う と す る 場 合 に お け る 当

該 転 換 に 係 る 廊 下 の 幅 に つ い て は 、 第 六 条 第 三

項 第 一 号 及 び 第 四 十 六 条 第 三 項 第 一 号 の 規 定

に か か わ ら ず 、 一 ・ 二 メ ー ト ル 以 上 と す る 。 た

だ し 、 中 廊 下 の 幅 は 、 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 上 と す

る 。  

７  （ 略 ）  

８  第 四 十 三 条 第 二 項 （ 第 五 十 五 条 及 び 附 則 第 二

十 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 は

こ の 条 例 の 施 行 の 際 、 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の

人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 十 一 年

厚 生 省 令 第 三 十 九 号 ） 第 三 十 七 条 第 二 項 （ 同 令

第 四 十 九 条 及 び 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の

人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 の 一 部 を 改

正 す る 省 令 （ 平 成 二 十 三 年 厚 生 労 働 省 令 第 百 六

号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 指 定 介 護 老 人

福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

（ 以 下 「 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 旧 基 準 」 と い

う 。 ） 第 六 十 一 条 に お い て 準 用 す る 指 定 介 護 老

人 福 祉 施 設 旧 基 準 第 三 十 七 条 第 二 項 に 係 る 場

合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 指 定 介 護 老 人 福 祉 施

設 に お い て 保 存 さ れ て い る 記 録 で あ っ て 、 指 定

介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す

る 基 準 第 三 十 七 条 第 二 項 に よ る 保 存 期 間 が 満

了 し て い な い も の に つ い て も 適 用 す る 。  

９  （ 略 ）  

10  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 基

本 方 針 に つ い て は 、 各 ユ ニ ッ ト で 入 居 者 の 日 常

生 活 が 営 ま れ 、 こ れ に 対 す る 支 援 が 行 わ れ る 部

分 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 部 分 」 と い う 。 ） に あ っ て

は 第 四 十 五 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第

三 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

11  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 設

備 の 基 準 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は

第 四 十 六 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 六

条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 た だ し 、 浴 室 及 び 医

務 室 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 の 入 居 者 及 び そ

れ 以 外 の 部 分 の 入 所 者 へ の サ ー ビ ス の 提 供 に



支 障 が な い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ 一 の 設 備 を も っ

て 、 ユ ニ ッ ト 部 分 及 び そ れ 以 外 の 部 分 に 共 通 の

設 備 と す る こ と が で き る 。  
12  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 利

用 料 等 の 受 領 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ

て は 第 四 十 八 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は

第 十 四 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

13  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 指

定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 方 針 に つ い て は 、 ユ

ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は 第 四 十 九 条 に 、 そ れ 以 外

の 部 分 に あ っ て は 第 十 六 条 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。  

14  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 介

護 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は 第 五 十

条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 十 八 条 に 定

め る と こ ろ に よ る 。  

15  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 食

事 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は 第 五 十

一 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 十 九 条 に

定 め る と こ ろ に よ る 。  

16  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 社

会 生 活 上 の 便 宜 の 提 供 等 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト

部 分 に あ っ て は 第 五 十 二 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分

に あ っ て は 第 二 十 一 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 

17  （ 略 ）  

18  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 勤

務 の 体 制 の 確 保 等 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に

あ っ て は 第 五 十 四 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ

て は 第 三 十 一 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

19  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 定

員 の 遵 守 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は

第 五 十 五 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 三

十 二 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

20  第 五 条 、 第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 五

条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 か ら 第 二

十 九 条 ま で 及 び 第 三 十 三 条 か ら 第 四 十 四 条 ま

で の 規 定 は 、 一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉

施 設 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第

七 条 第 一 項 中 「 第 三 十 条 に 規 定 す る 運 営 規 程 」

と あ る の は 「 附 則 第 十 七 項 に 規 定 す る 重 要 事 項

に 関 す る 規 程 」 と 、 第 二 十 八 条 第 二 項 中 「 こ の

章 」 と あ る の は 「 附 則 第 十 二 項 か ら 附 則 第 十 九

項 ま で 並 び に 附 則 第 二 十 項 に お い て 準 用 す る

第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 五 条 、 第 十 七 条 、

第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 か ら 第 二 十 七 条 ま で 、 第

二 十 九 条 及 び 第 三 十 三 条 か ら 第 四 十 四 条 ま で 」

と 、 第 二 十 九 条 中 「 第 十 七 条 」 と あ る の は 「 附

則 第 二 十 項 に お い て 準 用 す る 第 十 七 条 」 と 、 第

二 十 九 条 第 四 号 及 び 第 四 十 四 条 第 二 項 第 三 号

中 「 第 十 六 条 第 五 項 」 と あ る の は 「 第 十 六 条 第

五 項 及 び 第 四 十 九 条 第 七 項 」 と 、 第 二 十 九 条 第

五 号 及 び 第 四 十 四 条 第 二 項 第 五 号 中 「 第 四 十 条

第 二 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 二 十 項 に お い て 準

用 す る 第 四 十 条 第 二 項 」 と 、 第 二 十 九 条 第 六 号

及 び 第 四 十 四 条 第 二 項 第 六 号 中 「 第 四 十 二 条 第

三 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 二 十 項 に お い て 準 用

す る 第 四 十 二 条 第 三 項 」 と 、 第 四 十 四 条 第 二 項

第 二 号 中 「 第 十 三 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 二 十

項 に お い て 準 用 す る 第 十 三 条 」 と 、 同 項 第 四 号

中 「 第 二 十 五 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 二 十 項 に

支 障 が な い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ 一 の 設 備 を も っ

て 、 ユ ニ ッ ト 部 分 及 び そ れ 以 外 の 部 分 に 共 通 の

設 備 と す る こ と が で き る 。  

12  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 利

用 料 等 の 受 領 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ

て は 第 四 十 七 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は

第 十 四 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

13  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 指

定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 方 針 に つ い て は 、 ユ

ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は 第 四 十 八 条 に 、 そ れ 以 外

の 部 分 に あ っ て は 第 十 六 条 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。  

14  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 介

護 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は 第 四 十

九 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 十 八 条 に

定 め る と こ ろ に よ る 。  

15  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 食

事 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は 第 五 十

条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 十 九 条 に 定

め る と こ ろ に よ る 。  

16  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 社

会 生 活 上 の 便 宜 の 提 供 等 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト

部 分 に あ っ て は 第 五 十 一 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分

に あ っ て は 第 二 十 一 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 

17  （ 略 ）  

18  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 勤

務 の 体 制 の 確 保 等 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に

あ っ て は 第 五 十 三 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ

て は 第 三 十 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

19  一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 定

員 の 遵 守 に つ い て は 、 ユ ニ ッ ト 部 分 に あ っ て は

第 五 十 四 条 に 、 そ れ 以 外 の 部 分 に あ っ て は 第 三

十 一 条 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

20  第 五 条 、 第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 五

条 、 第 十 七 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 か ら 第 二

十 八 条 ま で 及 び 第 三 十 二 条 か ら 第 四 十 三 条 ま

で の 規 定 は 、 一 部 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉

施 設 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第

七 条 第 一 項 中 「 第 二 十 九 条 に 規 定 す る 運 営 規

程 」 と あ る の は 「 附 則 第 十 七 項 に 規 定 す る 重 要

事 項 に 関 す る 規 程 」 と 、 第 二 十 七 条 第 二 項 中 「 こ

の 章 」 と あ る の は 「 附 則 第 十 二 項 か ら 附 則 第 十

九 項 ま で 並 び に 附 則 第 二 十 項 に お い て 準 用 す

る 第 七 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 五 条 、 第 十 七

条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 二 条 か ら 第 二 十 六 条 ま で 、

第 二 十 八 条 及 び 第 三 十 二 条 か ら 第 四 十 三 条 ま

で 」 と 、 第 二 十 八 条 中 「 第 十 七 条 」 と あ る の は

「 附 則 第 二 十 項 に お い て 準 用 す る 第 十 七 条 」

と 、 第 二 十 八 条 第 四 号 及 び 第 四 十 三 条 第 二 項 第

三 号 中 「 第 十 六 条 第 五 項 」 と あ る の は 「 第 十 六

条 第 五 項 及 び 第 四 十 八 条 第 七 項 」 と 、 第 二 十 八

条 第 五 号 及 び 第 四 十 三 条 第 二 項 第 五 号 中 「 第 三

十 九 条 第 二 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 二 十 項 に お

い て 準 用 す る 第 三 十 九 条 第 二 項 」 と 、 第 二 十 八

条 第 六 号 及 び 第 四 十 三 条 第 二 項 第 六 号 中 「 第 四

十 一 条 第 三 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 二 十 項 に お

い て 準 用 す る 第 四 十 一 条 第 三 項 」 と 、 第 四 十 三

条 第 二 項 第 二 号 中 「 第 十 三 条 」 と あ る の は 「 附

則 第 二 十 項 に お い て 準 用 す る 第 十 三 条 」 と 、 同

項 第 四 号 中 「 第 二 十 五 条 」 と あ る の は 「 附 則 第



附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

お い て 準 用 す る 第 二 十 五 条 」 と 読 み 替 え る も の

と す る 。  

二 十 項 に お い て 準 用 す る 第 二 十 五 条 」 と 読 み 替

え る も の と す る 。  
  


